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ヒ ー ロ ー ご っ こ 遊 び 実 践 と 集 団 づ く り
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キ ー ワー ド 戦 い ごっ こ ・自制心 ㍉仲 間 意識

1.問 題 と目的:ご っこ遊 びで子 ど もは育つ が ヒー ロー ごっ

こは敬 遠 され る

子 どもは遊びを通 して育つ というのは、今 日、幼児期の保育に関わる専門家

の間では、広 く共有されている見解である。幼児期の遊びは多様にあ り、それ

らの発達的な意義などを一律に論 じることはで きないが、そのなかでも、ごっ

こ遊びは、代表的な遊びであ り、その意義についても広 く認められている。

ごっこ遊びについて、研究者 と実践者が、豊かな保育実践を創造することを

めざして丁寧に検討 した業績 として、「ごっこ遊びの探求」という労作がある(入

木1998)。 現実の世界では、子 どもは大人の手を借 りなければ生活できないと

いう意味で受け身にならざるを得ないが、ごっこ遊びという虚構 においては、

子 どもは遊ぶ主体 として、全体の運営の権限と責任をもつ経験を味わえるとい

う特徴があるので、子 どもは自己発揮 して自己の世界をつ くり上げることがで

きる点に注 目している。

子 どもは、オモシロイと思うか らごっこ遊びするという点に立脚 して、子 ど

もが自ら主体的に 「また、や りたい」「もっと、や りたい」となるエネルギーそ
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の ものを考えることを研究課題として、保育実践へ示唆に富む成果を生み出し

ている。

なるべ く肯定的な価値をもつごっこ遊びを取 り上げるとして、テーマによっ

て、ままごと、先生ごっこ、お店ごっこ、乗 り物ごっこ、劇遊び、の5種 類に分

類 しているが、TVの キャラクターごっこのような遊びは意図的に除外 してい

る。

確かに、保育現場で子どもたちがTVの ヒーローごっこ遊びをしている姿を

よく見かけるが、保育関係者からは、好ましくない遊びとして敬遠された り忌

避される傾向がある。

友定(1999)は 、戦いごっこ(ヒ ーローごっこ)は 、「集団のこわれ易さ」を内

包 していると言う。確かに、子 どもはたいてい悪者の役をすることを嫌い、戦

いで負ける役になることも嫌う。そのため、数人で遊んでいても、全員がヒー

ロー役をや りたが り、悪役のなり手がいない状況が普通である。誰かが悪役に

なった方が、遊びとしては面白いはずであるが、仮にそうしようとした途端に

遊び集団が崩壊 しかねない。

また、遊び集団の中では、子 どもたちは集団を維持するために、攻撃のふ り

をしても、決 して戦いはしないという。たしかに、実際に戦 うことになれば、ふ

りではなく本気になりかねないので、子 ども間の力関係が表面化 した り、遊び

における役割が固定化 したり、あるいは、実際に苦痛を感 じた りして、遊び集

団が崩壊することになる。

このように、ヒーローごっこでは、実際に戦って叩いたりすると集団が崩壊

しかねず、誰かを悪者役にすれば遊び集団を維持することが困難になる難 しさ

に対 して微妙なバランスをとりなが ら、子どもたちは遊んでいると考えられる。

以下に示す、飯野(2012)の 事例は、そういうヒーローごっこが もつ問題性を

あからさまにしたエピソー ドとして興味深い。

幼稚園の4歳 児の1学 期、男の子五人組はいつもウル トラマ ンごっこばか

りしていた。「僕たちはウル トラマンが好 きなんだ」という雰囲気を出して

盛 り上がっていた。先生は、別の遊びに広がって欲 しいと思 うが、2学 期
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に な っ て も、 朝 の 会 の 時 間 まで もウ ル トラ マ ンに な り きっ て い た 。先 生 は

「楽 しそ う にや って い るの で 、や る な と もい え ない し、で も、そ れ ば か りで

い い の か」 と迷 う。 そ の 頃、 一 人 が家 で 「幼 稚 園 に行 った ら ウル トラマ ン

ご っ こ しな くち ゃ い け な い ん だ」と言 っ て い た こ と を知 る。

ヒーローごっこでは、遊びはじめたときには、子どもたちはヒーローに変身

して、ヒーローのふりをすることが楽 しい。しかし、その後、遊び集団を維持 し

ようとして微妙なバランスをとるが、そのために、かえって遊びを展開するこ

とができない。その結果、楽 しいふ りをして形だけ遊びを維持するが、実際は

楽 しくない状態になってしまう。4歳 児において、すでにそういう複雑な気持

をもちなが ら遊んでいることを、このエピソー ドは物語る。

以上は、 ヒーローごっこ遊びに内在する問題点の一端にすぎず、おそらく保

育者は、ヒーローごっこについてはもっと多 くの問題があると感 じているのだ

ろうと考えられる。

一方、お家ごっこやお店屋さんごっこでも、「集団の崩れやすさ」をかかえる

ことがあ りうる。たとえば、全員がお母さん役や店員役になろうとして、お父

さんやお客さんのな り手がいないとか、お母さん役が子 ども役に対 して一方的

に言い聞かせるような役割を続ければ、楽しくなくなって、遊び集団が崩れて

しまいかねない。そう考えれば、全てのごっこ遊びに同様の問題はあ りうる。

それでも、ヒーローごっこには、他のごっこ遊び以上に、集団の崩れやすさ

等の問題点が内在 していると考えられる。言い換えれば、 ごっこ遊び一般がか

かえる保育実践上の問題点が、ヒーローごっこでは顕在化 しやすいということ

ができる。

本稿は、このようなヒーローごっこの特徴を考慮して、ごっこ遊びが質の高

い遊びとなるようにいかに実践を構築するかという課題の一環 として、一つの

ヒーロー遊び実践を取 り上げて、その実践経過を検討する。その上で、幼児期

後期、就学が近づいたときに、子 ども集団が自制心を発揮できるように育つ上

で、ごっこ遊び実践の意義について考察する。
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2.ヒ ー ロー ごっ こ実践 事 例 の検 討

これから取 り上げる実践は、江藤(第 二著者)の 幼稚園教諭 としての実践で

あり、本人が自分の実践を想起しながら語った語 りを浜谷が文字化 してまとめ

たものである。

ナル ト1ごっこ遊びの実践

2004年 度 公立幼稚園5歳 児クラス6月 から7月 にかけて数週間での実践

① 実践が始まるきっかけ

子どもたちのあいだでナル トごっこが流行し、ナル トになりきって技 を仕掛

け合う戦い遊びをするようになった。「先生!ナ ル トって知ってる?」、「○曜日

のテレビでやっているんだよ」「○○は○○という技が使えて」、「△△は△△ と

いう技が使 えるんだよ1」 と盛んに話 しかけてきた。

最初は、「テレビの再現遊びかあ・・」と思い、そんな戦いごっこでは、イメー

ジの伝えあいは深 まらないと思った。

実際、遊びを見ていると、発 展性がなく単なる浅い段階の再現遊びで終わっ

てしまうと感 じた。戦いごっこをしているだけでは、遊びの中でイメージが豊

かになることにならないし、仲間意識 も深まることもない。しかし、それを禁

止 して、別の遊びに誘 うのではなく、子 どもたちがナル トに向かう気持ちやエ

ネルギーを利用 して、豊かな遊びになるような実践を創 りたいと考えた。

② 準備段階=子 どもが面白いと感 じている世界を研究する

家で 「ナル ト」の番組 を録画 して実際に見て、子 どもたちにとって何が魅力

なのかを研究 した。それから、 自分 もナル トになりきって、ごっこ遊びを楽し

むための小道具を家で自作 した。

③ 実践の開始:戦 いごっこ・忍者ごっこを楽 しく始める

ある日の朝、「(ナル トを)先 生も知っているぞ」感をだすために、家で作って

きたナル トのスタイルの似たようなものを頭に巻いて、「今日は、先生、ナル ト

だ」と言って、子どもたちの前に登場する。

それを見つけると、子 どもたちは、「あ、ナル トだ」と、うれしそうに言 う。

しばらくして 「同 じものを自分たちにも作ってほ しい」と言い始めたので、
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「じゃ、一緒に作 ろう」と言って、同様の頭に巻くものを作って、子 どもの遊び

心をそそるようにした。

子 どもたちが遊んでいた形と同じような戦いごっこの言葉を言いながら、ナ

ル トではなく、水遁の術など一般的な忍者が使う術の動きをやった り叫んでみ

たりしなが ら、子どもに遊びをしかけた。

④ 子どもがナル トのイメージにこだわる段階での遊び:か まわず楽しい遊び

を仕掛ける

子 どもたちは、テレビに強 く影響されているので、先生の繰 り出す技を見て、

「エー、違 うよ、そんな技はナル トには出てこないね」という言葉が飛び交うこ

とになる。

子 どもたちは、「先生のナル トは、ほんとのナル トではない」と否定する。

それに対 して言い訳するとか、めげることなく、ナル トのイメージにあった

ものや、近いこともしなが ら、自分なりに勝手に忍者をイメージして、ナル ト

とは関係ない一般的な忍者の技 も平気で使 う。そ うやって、子 どもたちを相手

にしなが ら戦いをするイメージで遊びを続ける。

子 どもたちが否定することばには相手にしないで、「そうなんだ、ナル トには

出てこないんだ、でも、こんなの面白いじゃん」と言いなが ら、しらばっくれて、

先生が面白がってやっていれば、その姿に子どもが魅了されていく。

このような状況で、数日聞から1週 間程度、遊びを続ける。

⑤ 先生がナル トらしくない遊びをしても、それを認めて楽しく遊ぶ段階

そのうち、子どもたちは、先生に対 して 「それは、テレビには出てこない」と

否定することをあきらめて、それに応戦して遊ぶようになる。

先生が忍者になりきって忍法の術を使っている、その遊びの世界に、子ども

たちが入 り込んで遊ぶと楽 しいという段階を迎えることができる。

最終的には、先生の面白がっている姿を見ているうちに、ナル ト通 りにしな

ければいけないということをあ きらめることになる。先生の遊びに乗 っていこ

うという気持ちになり、楽 しく遊ぼうとする。

⑥ 遊びが展開する:そ の1、 拠点をつくって遊ぶ

戦い遊びを、ある程度遊びこんで くると、毎 日、技 を言い合って戦 うだけでは、
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遊 び に盛 り上 が りが な くな り単 調 に な る。

そ こで 、子 ど もた ちが 遊 び なが ら、一 か 所 に集 ま る拠 点 づ く りに取 り組 む 。

先 生 が 、 ナ ル トー 族 の住 処 と して 、大 型 積 み木 で砦 の よ うな もの を作 りか け

て お く。そ の場 所 で、登 園 して き た子 ど も た ち を、お は よ う と言 っ て迎 え る。

子 ど もた ち は 、「今 日 も ナ ル トご っ こ しよ う1」 と話 しか け て きて 、「あ れ?

な に作 っ て る の?」 と興 味 を もつ 。先 生 と一 緒 に 戦 い ご っ こ を し よ う と来 て 、

先 生 はナ ル トの か っ こ う を して る け れ ど、 積 み木 で建 物 の よ うな もの をつ くっ

て い るの を見 る こ とに な る。

先 生 は 、い っ た い な に を作 りだ したの か 、何 を は じめ よ う と して い るの か と、

子 ど もた ち の興 味 の視 点 を変 え て い く。「も う、た くさ ん術 を使 う練 習 したか ら

疲 れ た 。や っ ぱ り、 ナ ル トも休 む と こ ろが 必 要 だ か ら、今 日は この 基 地 で 寝 よ

う と思 うん だ よね」 と、基 地 を住 処 に した こ と を宣 言 す る。

「私 は、技 を使 い す ぎて 疲 れ て い る か ら、基 地 で休 む と ころ か ら始 め た い」 と

言 う と、子 ど もた ち は 、「よ し、 じ ゃ、敵 が 攻 め て くる まで は、 こ こで 休 む こ と

に し よ う」 と言 っ て、基 地 と して 認 め て くれ る。

朝 の支 度 が終 わ っ て、子 ど もた ち は基 地 の 中 に入 って い く。

基 地 の 中 で、少 しの 間、休 ん だ ふ りを して か ら、「あ 一 休 ん だ 」と言 い な が ら、

い か に も朝 を迎 え た よ うな雰 囲気 で 、「ま た、術 の練 習 に 出 よ う」と言 っ て、 基

地 か ら外 に 出 て術 の練 習 を した り、戦 う遊 び を始 め る と、 ま た、子 ど もた ちが 、

そ れ に惹 か れ て、「先 生 と一 緒 に術 を や る ぞ」 と、出 て くる 。

また、「疲 れ た か ら」 とか、「夜 に な っ た か ら」 と言 っ て、 基 地 の 中 に入 る。基

地 の 中 で、新 た な敵 の た め の作 戦 会 議 を し よ う と投 げ か け た りす る。基 地 に入 っ

た り出 た りを繰 り返 しなが ら、遊 び を発 展 して い く。

拠 点 が な い状 態 で 、戦 い ごっ こ を して い る と、た だ、勢 い よ く遊 ぶ だ けで 、そ

の場 で終 わ っ た り拡 散 して 終 わ る こ と に な る。

拠 点 が あ る こ とに よ って 、遊 び が 広 が って も、 また 、 ま と まっ て 、戦 い の後 、

遊 びが 終 わ らない で 拠 点 に戻 って くる遊 び 方 にな る。

⑦ テ レビの イメ ー ジ に縛 られ な い 発 想 を 認 め合 え る段 階

拠 点 が あ る こ とで 、 遊 び が そ の 日限 りで 拡 散 して 終 わ っ て し ま う こ とな く持
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続する環境ができたので、次に、既存のテレビのナル トのイメージから、少 し

ずつ、多様な発想を認める遊びの世界をつ くっていく段階に移行 してい く。

テレビのイメージに縛 られていると、それだけの単調な遊びの繰 り返 しにな

る。テレビのイメージを持ちつつ、 自分の創作 したこと、思いついたことを入

れて遊んでも良いという状況になると遊びが広がっていく。

すでに、先生がテレビのイメージ以外の発想で遊ぶことについては、子 ども

たちは認めていたので、積極的にナル トにない発想を出すようにしてきた。次

は、子ども同士でも、テレビのイメージに縛 られないで自由に遊んでよいとい

う段階になってい く。

⑧ 遊びの展開その2:思 わぬ展開から遊びを発展させる

このような状況での保育が何 日か続いたなかで、ある日、先生がいないとき

に、子 どもたちが拠点を出入 りしていて、「先生がなっそいる忍者は絶対に死な

ない。魂 というものがあるから、いくら闘っても必ず勝って、先生は死なない

んだね」と、子 どもが言っていることを知った。

翌日、がちゃがちゃの球にオーロラペーパーをかぶせた特別な水晶のような

球をつ くって、ふところに忍ばせておいた。ごっこが始まる時に、「私はこれを

もっているかぎり、絶対死ないんだ」、「きらきら輝いている球を見てみろ、こ

れが光っているうちは、私の命は、どんなに攻撃されても、技があたってもぜっ

たい死なないんだ」、と言いながら球をそっと見せると、予想通 りに 「あっ 魂

だ1」 と乗ってきた。

「そ うだ。これが輝いている限 り私は生き続けるのだ」と言 うと、「じゃあ、割

れた り、奪われたらどうなるの?」 「敵にやられちゃうんじゃない」といろいろ

な発言が出てきて、「じゃあ、魂を守 らなくちゃ」「俺たちも魂作ろうよ」と、自

分たちも魂をつ くって、それを守ろうと遊びが展開していく。

⑨ 遊びの展開その3:既 存のイメージと自分たちのアイデアと行きつ戻 りつ

して遊びが発展する

テレビの既存のイメージを基にして、そのイメージの枝葉分かれしたところ

に、自分のアイデアをちょっとずつ盛 り込みながら、それを形にして、 自分た

ちのイメージの世界に取 り込んでい くことを繰 り返 していく。そういう遊び方



40『 人文学報』No.512-5(2016年)

が あ る こ と を、子 ど もた ち が 分 か っ て きた 。

テ レ ビの ナ ル トの イ メー ジ に固 執 して い る段 階 で は 、「ちが う よ、そ ん な技 は

な い よ、そ ん な こ と しな い よ」とい う発 言 が 多 か っ たが 、 しだい に、そ の イ メ ー

ジ に こ だ わ らな いで 、 自分 た ちの 思 い つ きや ひ らめ き を遊 び に取 り入 れ て い く

よ う に な る。

ま た、 取 り入 れ た と き イ メー ジ を何 か の 形 に して い くこ と も遊 び に な って い

くこ とで 、 ご っ こ遊 び に 広 が りが で きて くる。ご っ こ遊 び の イ メ ー ジ を形 あ る

もの に す る と きに は 、 製 作 コー ナ ー が 必 ず 必 要 に な る 。製 作 コー ナ ー で つ くっ

て 、そ れ を ご っ この 世 界 に持 って い くよ う に な る。

⑩ 仲 間意 識 が育 つ

しだ い に 、一 人 が 「こ う しよ う」と提 案 す る と、「い い ね 、じゃ あ こ う しよ う」と、

友 だ ち の 意 見 に 自分 の 意 見 を乗 せ て ア イ デ ア を発 展 す る発 言 が 多 くな る。自分

が 思 い つ い た こ とは 、 どん な こ とで も言 っ て もい い と思 え る よ う に な る と、 安

心 して 遊 び こむ こ とが で きる。

固 執 した イ メ ー ジ に縛 られ な い で 、発 想 した こ とを言 っ た り、 そ れ を製 作 し

て 形 に して 遊 び に持 ち こ む こ とを何 度 も往 復 す る過 程 で 、友 だ ちか らrい い ね 」

と言 わ れ る 喜 び を経験 し、 同時 に、 友 だ ち に 、「い い ね 」と言 っ て あ げ た と きの

楽 し さや 心 地 よ さ を経 験 す る まで に 育 つ。

ク ラス の 仲 間 は 、 自分 を否 定 しな い で 認 め て 受 け とめ て くれ て い る とい う安

心 感 に支 え られ た 安 定 した 仲 間 関係 が 形 成 され る 。

⑪ テ レ ビの ヒー ロー ご っ こが 楽 しい 遊 び に発 展 す る指 導

幼 稚 園 教 諭 に なっ た 新 人 の 時 、 園 長 か ら、 テ レ ビの ヒー ロ ー ご っ こは 、子 ど

も た ちが 遊 びが 見 つ か らな い と き に 出て くる と言 わ れ た。 と くに、 流 行 して い

る旬 の ヒー ロー ご っ こが 出 て きや す い 。

テ レビの ヒー ロー ご っ こや 戦 い ご っ こ を して い る ク ラス は 、 子 ど もた ち に 遊

びが 見 つ か って い ない ク ラス で あ り、 子 ど もが 育 っ て い な い ク ラス だ と言 わ れ

続 け た。「あ な た の ク ラ ス は ・ ・ご っ こ ばか り してい るか ら、子 ど もが全 然 育 た

な いで し ょ」と断 定 され て きた 。

そ れ で、 ヒ ー ロー ご っ こ は ダ メ なん だ と、 思 って い た の で 、 ヒー ロー ごっ こ
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して い る 子 ど もが い る と、無 理 や り形 だ け別 の 遊 び に誘 っ た新 人 時代 が あ っ た。

一 方 、10年 ほ ど仕 事 を して、 ご っ こ遊 びが 子 ど もを育 て る と い う確 か な実 感

を もっ た 。そ の 頃 、 園 長 は な ぜ テ レ ビの ヒー ロ ー ご っ こ は駄 目だ と言 い 続 け て

きた の か と考 え る よ う に な っ た。子 ど もが ヒ ー ロ ー に惹 か れ て 、 そ れ が き っか

け で遊 びが 生 ま れ る の で あ れ ば、 そ れ を う ま く利 用 して 、 子 ど もが 育 つ よ う な

保 育 が で きな いか と思 って いた 。

多 くの幼 稚 園教 諭 は 、 ヒー ロー ご っ こ を保 育 に取 り入 れ よ う とは しな い 。ま

た、 お 店 屋 さ ん な ど生 活 の ご っ この 遊 び に は、 先 生 は 入 っ て い っ て 一緒 に遊 ぶ

が 、ヒー ロー に な り きっ た り、 ヒー ロ ー遊 び に入 っ て い く先 生 はい ない 。

と くに、 戦 い ご っ この段 階 で 、 子 ど もた ち は 、 誰 か が痛 い 目に あ っ て泣 く よ

う な こ と に な り、 そ うい う遊 び は危 な い か らや め よ う と仲 裁 され て、 そ の遊 び

は終 わ りに され る 。

また 、 テ レ ビの イ メ ー ジが 強 く、 ごっ こを して い る よ うに見 え て、 テ レビ の

イメ ー ジ 以上 に広 が りが な い の で、 先 週 は こ う して こ うな っ た ん だ と、 テ レビ

の 情 報 交 換 の 話 題 だ け で盛 り上 が っ て 終 わ っ て し ま う。つ ま り、 子 ど もが ヒー

ロ ー ごっ こを して い る の を、 た だ放 置 して い る と、 子 ど もが 育 た ない で 終 わ っ

て し ま う。

しか し、 遊 びが 始 ま りや す い とい う利 点 が あ るの で 、 上 手 に利 用 で き ない か

と考 え た。子 ど もに とっ て何 が魅 力 か を把 握 す れ ば、 遊 び が 豊 か に なる きっ か

けが つ か め るの で は な いか 。

実 際 に は、 テ レビの 設 定 の う ち、 子 ど もが 固 執 して い る と ころ か ら、 そ うで

な い遊 び方 も認 め る よ う に誘 導 して 、 自分 独 自の ごっ こ遊 び を楽 しむ こ とが で

き る よ う に指 導 した 。

そ の と き、 子 ど もの遊 び の 中 に先 生 も本 気 で 長 時 間入 っ て遊 び こむ 。そ の楽

しい 姿 に巻 き込 まれ て 、 子 ど もは 、 テ レ ビの イ メ ー ジ で は な い 部分 を、 しだ い

に認 め る よ う に な って くれ る。
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3.考 察

3-1ナ ル ト実践の指導繹過の特徴

ヒーローごっこでは、もとのイメージにこだわりす ぎる問題がある

このナル ト実践では、子どもたちは、それぞれにナル ト役にな り、悪役がい

ないにもかかわらず、遊びが持続発展するまでに指導することに成功 している。

その指導過程において、遊びが発展するために、江藤が もっとも苦心 したのは、

友定 らが指摘 した問題とは別の問題、すなわち、ナル トのイメージに子どもた

ちがとらわれるという問題をどう打開するかであった。

たとえば、お家ごっこでも、子どもは母親や家族役への憧れをもち、母親や

家族の振る舞いや家庭生活のパターンなどのイメージをもとに遊ぶ。劇遊びで

あれば、絵本の登場人物に憧れた りしなが ら・そのス トー リーをもとに遊ぶ。

どんなごっこ遊びでも、子どもたちが憧れる対象があ り、参照するイメージを

共有 しているから遊びが成立する点は共通する。

しか しながら、お家ごっこなどでは、子どもの母親には一定の共通するイメー

ジがあるとしても、一人一人の子どもの母親には違いも大 きい。母親への憧れ

や思いも、子ども間である程度違いがある。だから、子どもたちは、自分の母親

のイメージにこだわ りすぎないし、仲間の母親イメージに対 しても、ある程度

寛容である。そのバリエーションが遊びの発展の契機 となる。

一方、TVの ヒーローごっこは、他のごっこ遊びに比べると、子 どもは、その

ヒーローに憧れて変身 したいという願望がひと際強い。また、忍術のように、
な

ヒ ー ロ ー の振 る舞 い の イ メ ー ジ が細 か く規 定 され る とい う特 徴 もあ る。こ の た

め 、 子 ど もた ち は 、TVの イ メ ー ジ を参 照 す る に と ど ま らず 、 そ の ま ま再 現 し

よ う と して 、 遊 び 仲 間 が そ の イ メー ジ か ら逸脱 した振 る舞 い を した場 合 、 そ れ

を細 か く指 摘 して 、逸 脱 を許容 しな い とい うこ とが起 きる。結 果 、そ の 遊 び は、

パ ター ン化 した もの に な り、柔軟 に遊 び を つ く りだす こ とが で きな い し、また 、

柔 軟 につ く りだ そ う と も しな い 。

ヒー ロー ご っ こで は、 ヒー ローへ の憧 れ が 強 い た め に、 も とに な る イ メ ー ジ

に と らわ れ過 ぎる の で あ る。そ の うち、 遊 び は 単 調 に な り、 熱 中 して オモ シ ロ
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イ と感 じ る こ とが で き る遊 び で は な くな る 。こ の よ うに 、憧 れ の ヒー ロー の イ

メ ー ジ は、時 間 と と もに、子 ど もが 遊 び こむ こ とに対 して 阻 害 的 に は た ら く。

実践が発展 し、子 どもが遊びこむとは?

たいていの保育者が好 ましくない遊びと考えがちなヒーローごっこを、この

実践のように豊かに展開した指導を、筆者は他に知 らないが、おそ らく、希有

な実践ではないか と考える。この実践の経過を想像するならば、子どもたちだ

けの自発的な力で、ナル トのイメージから自由に発想を展開する遊びをつ くり

だすことは、ほとんど不可能だろうと考えられる。この実践が成立する背景 と

して、江藤独特の遊び心や、保育実践に打ち込む姿勢等があるのは言 うまでも

ない。

ナル トになって子どもの前に現れた先生に、子 どもたちが、それはナル トに

はないと言っても、しらばくれて相手にしないで、自分で忍者 ごっこの遊びの

世界をつ くりだして、その魅力に子どもたちが惹きつけられていく様子は想像

するだけで楽 しい。江藤は、 自分自身が、何 日間かナル トになりきって子 ども

と一緒に遊びながらも、忍者一般の忍術を使った遊びが楽しいという、もっと

広い遊びの世界に子どもたちを導いた。いつか、子どもたちは、まず先生だけは、

ナル トか ら逸脱 しても許容するようになる。

この実践全体 において、江藤がもっとも留意 した点は、TVの ナル トの技や

強 く固定化 したイメージを尊重 し、決して否定することなく取 り入れなが らも、

それに縛 られないで、子 どもたちが自由に発想を豊かにできるような遊びに導

くことであった。そのうえで、思いがけない出来事を臨機応変に取 り入れなが

ら、 しかし、子 どもたちがお互いの発想を自由に出し合い、尊重して遊びこむ

までに粘 り強く、同時に楽 しく指導 している。

保育では自由遊びという言葉をよく使 う。保育者が課題設定した時間以外の

時間には、子 どもは自由に遊んでいると思いこんでいたり、自由に遊んでほし

いという思いが込め られた言葉 として自由遊びと言うのであろう。しかし、先

に引用した飯野(2013)の エピソー ドのように、いかにも楽 しそうに遊んでい

るように見えて、実は不自由であるということはよくあることである。
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個の自由な発想は、集団遊びにおいてはしばしば、他の個の自由な発想と葛

藤する。その葛藤を放置した り、子どもだけに解決を任せた り、性急に解決 し

ようとすれば、しばしば、一部の子 どもの発想が他の子 どもの発想を抑圧する

ことになる。しかも、その先には、抑圧された子どもが不自由になるだけでなく、

抑圧する立場であった子 どもの自由さえも変質 して不自由なものになってしま

う。それでは、子どもたちは育たない。しかし、個の発想 と他の個の発想の葛藤

をむしろ、子 ども集団を育てる好機 ととらえることで、いっそ う発想豊かな自

由を感 じることができるように質の高い集団をつ くりだ してい くことがで き

る。この実践では、しだいに、ナル トに縛 られなくなり、仲間の自由な発想に対

して、それを受けとめつつ、自分の自由な発想を、それに付け加えたり、かぶせ

た りして、遊びを楽しく豊かにしたという意味で、そのような事例 として理解

できる。

このクラスでともに育つ仲間として、子 ども一人一人が安心 して自分の自由

な発想を言葉にして発言することができる安心感、そして、お互いの自由な発

言に対して、それを受けとめながら、 さらに自分の意見を重ね合わせて、 より

楽しく充実 した活動にしてくことができるクラス。最初は、それは先生の指導

のもとでできるものだが、卒園を迎える頃には、子 どもたちだけで、意見を調

整して、より高い活動 を創 り上げるまでに育ってほしいという願いと、指導す

れば必ず育つという江藤の確信に支えられた実践である。

もちろん、卒園までには、運動会などの行事や、日常の生活場面など、あらゆ

る機会に指導するのであるが、江藤によれば、ごっこ遊びで遊びこんでいくこ

とこそが、子どもを育てるもっとも適切な機会であるという。

たしかに、ごっこ遊びでは、自分なりの想像的な世界を繰 り広げていく中で

自己世界をつ くり(師 岡1988)、 個が集団の中でよりよく生かされ、集団も個

と共に発展 していくとい う相乗作用を大切 にする指導が可能である(八 木

1988)。
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3-2ご っこ遊びと集団づくりにおける自制心の育ち

集団としての自制心の現れ

就学を間近に迫った時期の子 どもたちの見事に成長 した姿を保育関係者から

聞 くことがある。子どもたちは旺盛な活動意欲をもって遊びや生活に取 り組む。

それぞれの強い意欲や思いがあるので、しばしば、対立や葛藤場面が うまれ、

いざこざやケンカになることもあるが、子 どもたち自身で、お互いの思いを調

整して、折 り合いをつけて遊びや生活を持続発展 していく姿が語られる。

一例をあげてみる。これは、ある園で、4歳 児の時には、いたるところでいざ

こざが頻発 していたクラスの5歳 児3学 期の子 どもたちの姿についての保育者

の語 りである。江藤実践で目指す子 どもたちの姿に重なる。

「何 か作 る とか、 何 か をす る と き、 『こ れ使 うね』 『これ使 っ て もい い?』 と

確 認 に来 るだ け で 、『い い よ』と言 う と 『うん 、わか っ た』と言 って 、自分 た

ちで 作 り始 め て い る。そ の うち 、 ケ ン カが 始 ま った りす るが 、M君 が い い

味 を 出 して 、『お 前 は ど う して こ うい う風 に した ん だ 。… う ん、うん 。そ っか 、

わか っ た。 じゃあ 、お 前 は ど う して だ?… う ん、そ っ か。 じゃ あ、 こ うい う

風 にす れ ば よか った ん じゃ ない か?』 と仲 裁 す る 。本 人 た ち も 『そ っか 、う

ん、 わ か っ た。』 と収 ま る。4歳 児 の と きに は、A君 とB君 は よ くケ ン カ し

て い たが 、 今 は、 ケ ン カが 始 まっ て も途 中 か ら笑 い 始 め て 『俺 た ち仲 良 し

ケ ン カだ よ な』 と言 っ て、 自分 た ち で仲 直 りす る よ うに な っ た 。4歳 の 時

の土 台 が あ っ て、5歳 の 活 動 経 験 で 仲 間意 識 が 強 くな っ て、 そ うい う姿 を

見 せ る よ うに な っ た。」

一 般 的 な発 達 理 論 と して、 個 の発 達 と して は、4歳 代 後 半 に は、 自制 心 が 育

つ と言 わ れ る(田 中 ・田中(1988))。 そ の 内面 は、「・・した い 、ケ レ ドモ、…

す る、 だ っ て 、… だか ら」 と説 明 され る。た とえ ば 、「ブ ラ ン コに 乗 りた い 、

ケ レ ドモ 、順 番 を待 つ(我 慢 す る)、 だ っ て 友 達 が 先 に 乗 っ て い る か ら」 とい う

内 面 的 な機 制 が 育 つ の で あ る。 しか し、 今 日、保 育 園 や 幼稚 園 の 子 ど もの 様 子

を見 る と、 そ れ ぞ れ の 要 求 だ け を表 出 して感 情 的 に混 乱 して い る姿 を よ く見 か
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ける。4歳 児 クラスの子どもたち(5歳 前後)に 自制心が形成されたとことを納

得することが困難である。

自制心 という言葉から連想される意味と、その説明があいまって、ともする

と、自制心とは、大人の指示通 りに待てる、我慢することができる力であると

誤解されやすい。しかし、先の説明で言えば、「ブランコに乗 りたい」という活

動欲求の高まりが、自制心の中核的な心理であ り、その思いが強い分だけ、待

つことができるのである。つまり、自制心とは、活動への期待感や要求が豊か

にあ り、それを土台として、その活動を実現するためには、時には、待った り、

我慢 したり、譲 ることができるようになる姿を意味する(浜 谷2004)。 また、

それまで自分の思いが尊重されて楽しい活動 を保育者が与えてくれたという経

験に基づいた信頼感があるので、子どもは安心して、相手の気持や、その時の

状況、ルールなどに目配せしながら、粘 り強 く自分の要求を実現することがで

きる。自制心は、そういう力 として捉えてはじめて子どもが育つことに寄 り添

う保育実践が展開可能になる。

上述の5歳 児3学 期の子 どもたちの見事な姿を、5歳 児になるまでに自然に発

達 して、そうなったと理解することは適切ではないだろう。そこに至るまで、

数え切れないほど、お互いの要求をぶつけあい、相手のことを知る機会を経験

し、同時に、それぞれの要求が豊かに育つような保育実践の取 り組みなどの総

体の成果として立ち現われる、そう解釈するのが妥当であろう。

つまり、このような子どもたちが見せる見事な姿は、このクラスの保育者 と

の信頼関係が基盤にな り、同時に、このクラスの、この仲間との関係の中で、た

ち現われると考えるべきである。

したがって、就学を間近にしたときに見せる、子 どもの成長 した姿 というの

は、子どもの個の発達 として理解するだけでは十分ではない。むしろ、クラス

の子ども集団が仲間として自制心を発揮できるように育った姿だと解釈 して理

論化するべきだろうと考える。集団として遊びなどを持続して発展する、その

ことの楽しさや喜びを十分に味わった経験をもとに、そのために、仲間の要求

と自分の要求を調整して、時には、大人が思いもつかない解決法をつ くりだし

てい く。そういう姿としてとらえることが、保育実践への示唆を豊かにすると
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考 え る。

仲間意識の育ちにおけるごっこ遊びの意義

幼児期後期、子どもたちがお互いの要求を調整することができるように育つ

ことは、保育における集団づ くりの目標である。その時、師岡(1988)が 指摘す

るように、しばしば、子 どもたちに、問題点について考えさせようとして、会議

的な話 し合いが重視 される。そ うすると、大人が期待する正解 を言 うだけで、

実際の行動に結びつかないという意味で、生 きた解決にならないことがある。

さらには、少数の子 どもだけが保育者の意向を汲んで、 ミニ先生 となって、子

ども集団の自然な話 し合いを阻害することになる。そういう集団では、形式的

には話し合っていても、お互いが納得 して活動を豊かに展開する保育にはつな

がらない。

同様の点について、浜谷 ・江藤(2014)は 、子どもでも、たとえば、自分 と違

う意見だと思っても、「それもいいかもしれないね、でも、こういうときはどう

なの」と、相手を肯定 してか ら、柔らか く否定することができるようになるが、

5歳 児が、班で行事に向けて話 し合 う場面では、形としては立派でも冷たい話

し合いになってしまうと言 う。

一方、ごっこ遊びでは、意見が分かれたとき、言い争っても楽 しくならない

ので、「いいね、でも、こうした方がいいんじゃない」と、仲間の言ったことを

受け入れる姿勢を学び、納得のいく理由が出たところで、それに従って楽 しく

遊ぶ経験を重ねる。それが集団の話 し合いに活かされて、「それもいいかもしれ

ないけど、でもさ、こうなんじゃない」と、最初か らは友だちの発言を否定しな

いようになる。話し合いの場面で指導すれば、型にはまった、 しっか りした話

し合いをするようにで きるが、優 しく思いやる心が入るためには、好きな遊び

で、好 きな友だちとのや りとりが十分にできるようになっている経験が必要で

ある。

このナル ト実践は、多 くの保育者が、保育を創 りこんで指導することが難し

いと考えているヒーローごっこにおいても、そのような柔らかな仲間意識を育

てることが可能であることを示 した実践であると言える。

7
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注

1ナ ル ト 少年 漫画 を原作 としたTVア ニ メが大 ヒッ トした。主人公 ナル トが忍術 を

修行 して成長す る物語。ほか の里 の忍 と戦 う場面が ある。
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